
                       

令和６年度第２回小学校教科担任制推進協議会 実践交流資料 

 
１ 学校名・教科型 
 三次市立八次小学校  ４教科型 

 

２ 学校の概要 
学級数及び児童数（R６.12.１現在） 

 
通常学級 特支 

学級 
合計 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

児童数 87 73 74 75 86 82 477 11 488 

学級数 3 3 3 3 3 3 18 2 20 

 
３ 教科担任制推進教員を配置した授業計画 

前期（令和６年４月８日 ～ 令和６年 10 月４日） 

教科等 国語 書写 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育 道徳 総合 学活 外国語 

週当たり標準授業時数 4 1 2.9 5 3 1.4 1.4 1.7 2.6 1 2 1 2 
５年Ａ組 

（担任：Ａ） Ａ Ｃ Ａ Ａ 推進 専科 Ｂ Ｂ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ａ 

５年Ｂ組 
（担任：Ｂ） Ｂ Ｃ Ａ Ｂ 推進 専科 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

５年Ｃ組 
（担任：Ｃ） Ｃ Ｃ Ａ Ｃ 推進 専科 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

 
教科等 国語 書写 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育 道徳 総合 学活 外国語 

週当たり標準授業時数 4 1 3 5 3 1.4 1.4 1.6 2.6 1 2 1 2 
６年Ａ組 

（担任：Ｄ） Ｄ Ｄ Ｆ Ｄ 推進 専科 Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 推進 

６年Ｂ組 
（担任：Ｅ） Ｅ Ｅ Ｆ Ｅ 推進 専科 Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ 推進 

６年Ｃ組 
（担任：Ｆ） Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ 推進 専科 Ｅ Ｅ Ｄ Ｆ Ｆ Ｆ 推進 

 

後期（令和６年 10 月７日 ～ 令和７年３月 25 日） 
教科等 国語 書写 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育 道徳 総合 学活 外国語 

週当たり標準授業時数 4 1 2.9 5 3 1.4 1.4 1.7 2.6 1 2 1 2 

５年Ａ組 
（担任：Ａ） Ａ Ａ Ａ Ａ 推進 専科 Ｂ Ｂ Ｃ Ａ Ａ Ａ 専科 

５年Ｂ組 
（担任：Ｂ） Ｂ Ｂ Ａ Ｂ 推進 専科 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 専科 

５年Ｃ組 
（担任：Ｃ） Ｃ Ｃ Ａ Ｃ 推進 専科 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 専科 

 
教科等 国語 書写 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育 道徳 総合 学活 外国語 

週当たり標準授業時数 4 1 3 5 3 1.4 1.4 1.6 2.6 1 2 1 2 
６年Ａ組 

（担任：Ｄ） Ｄ Ｄ Ｆ Ｄ 推進 専科 Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 推進 

６年Ｂ組 
（担任：Ｅ） Ｅ Ｄ Ｆ Ｅ 推進 専科 Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ 推進 

６年Ｃ組 
（担任：Ｆ） Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ 推進 専科 Ｅ Ｅ Ｄ Ｆ Ｆ Ｆ 推進 

 

  



４ 成果と課題 

（①授業の質の向上、②多面的な児童理解、③小・中学校の円滑な接続、④教師の負担軽減、⑤その他） 

＜効果のあった取組＞ 

教育目標【八次コミュニティ・スクール】やつぎを愛し、自律と貢献の志をもった児童生徒の育成 

重点事項 「学習指導と生徒指導の一体的な取組の推進」 

 

上記の教育目標・重点事項を実現するために、以下のような指導体制を組むこととした。 

 授業を通して積極的な生徒指導を進めるため、学級担任を核とした学級経営を行う。 

 多面的・多角的な児童理解と組織的な生徒指導を進めるために、担任間で交換授業を行う。 

 

このような指導体制の長所を生かし、短所を補うために次のように取り組んだ。 

視点 取 組 

① ・ 週１回の学年会で指導方法（主に国語や算数）を共有した。 

・ 教科横断的な学習のために、理科と算数（６年）、理科と国語（５年）を関連させた指

導案を作成し授業を実施した。 

② ・ 各教科での児童のようすを交流した。（学年会や随時） 

④ ・ 授業準備の時間短縮のため、各担任が１～２教科ずつ担当教科を受け持って授業交換を

行った。 

・ 推進担当が各クラスの毎週の時間割を作成した。 

⑤ ・ ４月、８月、１月に教科担任制についての情報共有を校内で行った。また、保護者向け

に教科担任制を紹介する動画を作成し、ＨＰに掲載した。 

 

＜成果＞ 

視点 取組 成果  

①  ・ 週１回の学年会で指導

方法（主に国語や算数）

を共有した。 

 

・ 教科横断的な学習を実

施した。 

➢ ６年生 算数科「比

例・反比例」と理科

「てこ」 

➢ ５年生 国語科「統

計資料の読み方」と理

科「川と災害」 

 

・ 学年会の時間を中心

として３クラスで指導

方法や教材などを共有

することで、授業の質

を向上させることがで

きた。 

 

 

・ 授業後の児童の感想

には、算数科、国語科

で学習したことと理科

の学習とがつながって

いることを感じている

様子が見られた。 

・ 指導者は、その学年

の指導内容全体を見渡

し、単元間のつながり

を意識して指導にあた

ることができた。（カリ

キュラム・マネジメン

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生ノートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生ノートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② ・ 各教科での児童の様子

を交流した。（学年会や

随時） 

・ 各教科の授業や行事

での様子を共有し、多

面的・多角的な児童理

解へと繋げることがで

きた。 

・ 各クラスや児童の課

題を共有し、共通認識

をもって組織的な生徒

指導を行うことができ

た。 

 

 

④ ・ 授業準備の時間短縮の

ため、各担任が１～２教

科ずつ担当教科を受け持

って授業交換を行った。 

 

 

 

 

・ 推進担当が各クラスの

毎週の時間割を作成し

た。 

・ １度の教材研究で複

数回の授業を行うこと

ができるため、授業準

備の時間が短縮され

た。 

・ 副次的な効果とし

て、同じ内容の授業を

３回実施することにな

るため、短いスパンで

授業の反省→改善→実

行を行うことにより、

授業技術の向上につな

がった。 

・ 学年会の時間を時間

割調整に充てるのでは

なく、授業の相談や行

事の企画、児童の実態

交流に時間を使うこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進担当作成の時間割 

 

 

 

 

⑤ ・ ４月、８月、１月に教

科担任制についての情報

共有を校内で行った。ま

た、保護者向けに教科担

任制を紹介する動画を作

成し、ＨＰに掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高学年で実施してい

る教科担任制の取組に

ついて、校内で周知す

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科担任制のお知らせ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 保護者向けに内容を

分かりやすくした紹

介動画を作成し、公

開することができ

た。 

 

 

 

教科担任制紹介動画 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

①授業の質の向上 
複数教科を関わらせた教科横断的な学習をする単元を増やしていく。 

 

④教師の負担軽減 

３・４年生への教科担任制（学級担任間での交換授業）の拡充 

 

 

＜対策＞ 

課題 対策 

①授業の質の向上 

・ 教科横断的な学習の単元を増やしていく。 

 

・ 年度当初にどの学習を関わらせた指導を実施

するか計画を決める。 

④教師の負担軽減 

・ ３・４年生への教科担任制（学級担任間で

の交換授業）の拡充 

 

・ 年度当初に時間割作成担当と連携して年間の

交換授業計画を立てる。 

・ 高学年の教科担任制推進で培ったノウハウ（組

織的な指導の展開、時間割調整の方法など）を共

有する。 

 

 


